
奥田小-1 

１  教 育 目 標 
(1) 本校の教育目標 

  豊かな人間性と確かな学力を身につけ、心身ともに調和のとれた児童の育成に努める。 

   めざす子ども像 
 

校 訓 
 

  

    正 し く 自ら考え、正しく判断し、規律正しく行動する子ども 
    仲 よ く 自分や他者のよさを感じ、思いやりをもって助け合う子ども 
    明 る く 明るく素直で、将来に希望や喜びがもてる子ども 
    元気よく 心と体を鍛え、元気よく活動する子ども 

    めざす学校像 

 

(2) 経営方針 

 ア 全教職員の共通理解のもと、個々の個性を生かし、教職員相互の信頼と敬愛に基づ

き、チーム奥田小（協働体制）として教育活動に取り組む。 

 イ 確かな学力、深い学び、思いやりの心、健康な身体の育成に努める。 

 ウ 家庭・地域と学校がしっかり連携し、心豊かな子どもの育成に努める。 

(3) 本年度の重点努力目標 

 ア  児童の育成 

  奥田小の合い言葉（スローガン） 

 

 

 

  

(ｱ）[奥田小のあいうえお」を心の教育の柱に据え、あらゆる活動を通して豊かな人間

性を養う。 

(ｲ）思考力・判断力・表現力を育む、将来の基盤となる「深い学び」のある授業の創造

する。 

 イ  教職員の資質向上 

   (ｱ) 確かな学力の定着を目指した日常授業の改善と学級経営力の向上に努める。 

    (ｲ) 常に子どものことを主語に語り合える、風通しのよい職員集団をめざす。 

(ｳ) 特別支援学級と通常学級の垣根を低くし、児童の交流だけでなく、担任教師間の連

携・交流を積極的に行う。 

 ウ  信頼される学校づくり 

   (ｱ) 学校だよりや学校ホームページを通じ、学校の様子や教育成果を積極的に発信し続

ける。 

  (ｲ) 家庭・地域、関係諸機関（チーム奥田）との連携を深め、地域の教育力を生かした

活動を展開する。 

 エ 業務改善（多忙化解消） 

    (ｱ) 各自の役割を自覚し、仕事の手順や段取りを整理・継承・発展させることで、効率

のよい業務をめざす。 

  (ｲ) 学校業務の本来の目的に立ち返り、従来の「当たり前」を見直す。限られた資源で

ある「時間」を真に必要な教育活動へ投入する。 

  (ｳ) 教職員が心身共に健康で、余裕を持って児童や保護者と向き合える職場環境を構築

する。 

○あ    ○い    ○う    ○え   ○お  ＋ ＭＡＸ 

   あいさつ 大切な命 美しい心  笑顔  思いやり   本気の学び・挑戦 

 みんなが主役の笑顔あふれる幸せな学校 


